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定期的な運動・スポーツ実施率の年次推移-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
• 【図1】定期的な運動・スポーツ実施率の年次推移 

 注）2014年調査までは20歳以上を調査対象としているが、2016年調査は18・19歳を 

   追加した。 
 資料：笹川スポーツ財団「スポーツライフに関する調査」2016 (p.75 【図1-4】) 
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定期的な運動・スポーツ実施率の年次推移-2 背景 

成人のスポーツ実施率 
伸び悩み 
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笹川スポーツ財団 「スポーツ白書2017」より作成 

実施率の
伸び悩み 

背景 



「生涯にわたる豊かなスポーツライフ」の実現 

●保健体育科カリキュラムは４年間を指導内容のまとま
りとしてとらえる。 

 

① 各種の運動の基礎を培う時期（小１～小４） 

② 多くの領域の学習を経験する時期（小５～中２） 

③ 卒業後も運動やスポーツに多様な形で 

  かかわることができるようにする時期（中３～高３） 

 

 
『新しい体育の授業PLUS』平成29年版 学習指導要領改訂のポイ
ント 小学校中学校 体育・保健体育 

背景 



学校体育を通して 
仲間と気軽に運動が 
できる人を増やす 



 
       →格差を示す国際的な指標で非常に低い順位 
         （ジェンダー・ギャップ指数0.651で135カ国中98位）。 
       →民間・地方の幅広い協力を得ながらも、依然として国が中心になって改      
           目指す段階 
       →男女共同参画における都市部と地方との格差が拡大しつつあり、とりわ 
                     け地方の特性を考慮した推進が課題。 
 
 

男女共同参画社会 

異質の人とかかわることに関して壁がある 

 
     →権利ばかりを主張し、義務を果たさない社員が出てくる 
     →既得権をもった一部の社員から反発の声が出る 
     →同質の人達を集めたほうがよいのではないかという疑問の声が出る 
     →公正、公平な評価と連動していないと、不平等感を訴える社員が増える 
     →多様性を尊重しすぎて合意形成に時間がかかり、意思決定が遅くなる 

ダイバーシティ 

問
題
点 

問
題
点 



社内運動会が再燃 

（神奈川新聞 平成27年 10月19日 月曜日） 

背景 



男女共習体育
の 

積極的な実施 

目的 



● 文献調査 

・北田豊治「体育科教育における男女共習型授業に関する研
究」『愛知学院大学教養部紀要』第53巻1号，2006  

・山西哲也「男女共習体育授業の実現の可能性と問題」『中国
四国教育学会教育学研究ジャーナル』第6号,2010  

・植月文隆・富岡元信他「男女共習授業についての検討」『東京
体育学研究』1998  

● 質問紙調査 

 ・ T学院大学 健康スポーツ学科1年生 

● インタビュー調査  

 ・大阪府立F高等学校体育教員 

 ・元中学校保健体育教員  

研究方法 方法 



○男女共習体育の実施率 

 →60％          〈参考〉69.3％（T学院大学，2017） 

 

○男女共習体育の都道府県別実施率 

 →88.3％（神奈川県の高等学校） 

 →8.3％（大阪府の高等学校） 
差 

現状① 山西（2010） 



生徒の理想と現実 

    

  共習で行いたい 

     →「リレー」「バレーボール」 

       「サッカー」「バスケットボール」（北田2006） 

 

 

  共習で行っている 

     →「長距離走」「短距離走」「水泳」「器械体操」 

       「体つくり運動」（T学院大学１年次生） 

集団種目 

個人種目 

理想 

現実 
差 

現状② 



教員の意識 

 ○男女共習授業を実施した場合の効果 

 

  

  生徒の課題解決能力 

  仲間と協力する態度       

  安全性への配慮 

 

 

現状③ 

元中学校体育教員へのインタビューより 

向上する 



男女共習体育実施に向けた課題 

 

→体格差 

→能力、体力差の指導 

→安全性の確保 

→評価の仕方 

→種目選択 

→ルールの作成 



男女共習体育の方法を 

４つのステージに分類し 

実施のしやすさから 

段階的に発展する方法を提案 

提言 



 ４つのステージ 

別習 

共習 

ステージ1 

ステージ2 

ステージ3 

ステージ4 

提言 



ステージ１ 

○競技以外での共習 
男女が一緒に取り組む過程として、最初から混合競技に入
るのではなく、一緒に活動することから始めることで、男女
が一緒に活動するということに慣れさせる。 

また、男女が一緒に活動することの楽しさを覚える。 

 
  実施例： 男女が共に準備、集合、準備運動 

         振り返り活動、目標を立てる 

         取り組み方（技の行い方など） 

  実施上の配慮：男女で取り組む楽しさ、意味をしっか 

           りと指導するようにする 

提言 



ステージ2 
○得点などの競い合い 
男女で交互にシュートなどをし、男女で競い合う機会をつく
る。直接一緒に競技をするのではなく、個人の能力を生か
し、その結果を男女で競い合うことで競い合う楽しさなどを
知る。 

 
 実施例： 1.バスケットボールでのフリースロー 

        2.サッカーでのPKなどのシュート率を男女で競う 

 

 実施上の配慮：体格差の伴わない技術の競い合いを取り 

            入れる 

提言 



ステージ3 

○ノンコンタクトでの男女混合チームの競い合い 
男女混合のチームを作り、接触のない競技を男女ペア同
士で競い合う。 

男女で協力すること、男女での競い合い方、混合種目の
楽しみ方などを知る。 

 

 実施例：テニス、バドミントン、卓球、バレーボール 

  

 実施上の配慮：男女の比率が同じ割合でチームを作る 

             

 

 

提言 



ステージ3→4への移行   

  

可能と考える種目について → アルティメット 

 

理由 → 1.接触がないポジションがある 

       2.接触がないポジションを女子とし 

      男女でチームが組める 

     3.技術を主体とする 

大阪府立F高等学校体育教員へのインタビュー調査より 
 

提言 



ステージ4 

○コンタクト種目の男女混合チームの競い合い 
男女混合のチームを作り、接触のある競技を男女ペ 

ア同士で競い合う。 

男女での接触のある競技の方法、配慮の仕方、楽し
む方法、協調性、積極性、団結力を学ぶことができる 

 

  実施例：バスケットボール、サッカー、ソフトボール 

        ハンドボール 

  実施上の配慮：ルールの変更、人数配分 

 

 

 

提言 



ステージ4の課題と利点  
 

課題→体格差、能力差、体力差 

   →安全性 

 

 

利点→ 1.ルール変更がしやすい 

      2.コミュニケーションの機会が多い 

       （ルールを自分たちで作る、作戦会議） 

 

  
元中学校体育教員へのインタビューより 

提言 



 ４つのステージ 

別習 

共習 
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個人 

集団 
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集団 
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ノン 
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コンタクト 

提言 



個人種目が多く実施されている中、学校体育の
段階で集団種目を通して能力差などの違いが
大きくてもスポーツを楽しむことができるという
ことを学んでおくことで、将来的に多様な人と集
まって抵抗なくスポーツを行うことができること
が期待できる。 

また違った人とが社会で共存すること、合意形
成をスムーズにすることなどが期待できる。 

まとめ 
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